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0．はじめに

　この研究報告は，前年度に引きつづき，昭和52年6

月から昭和53年10月にかけて実施した，研究の概要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告である。前年度の研究が近畿地方の典型的な集落を

中心として考察したのに対して，本年度は，関東地方の
　　　　　　　集落の本調査と東北地方の集落の予備調査を実施した。

　この中から本報告では，関東地方の集落として，茨城

県南，県西域を概括し，その中の筑波町の全集落調査か

らさらに7集落を選び報告する。そして最後にその調査

結果の検討として，集落の持つ社会的空間的特性に注目

し，居住環境計画へ展開する方途をさぐっている。

　なおこの概要報告では，東北地方の山村集落及び湯治

場集落の調査報告は省略している。
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＊1　住宅建築研究所報No.41977（7608）に轍告したもので100地Kの集落

個荘，6.高田，7.倉敷）である。
＊2　東北地方の予備調査集落は，奥羽山脈を中心とした山付集落（23集落）
及び湯治場集落（11集落）と，北上川流域の上流から河口部及び上流域
にわたる24集落である。
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1．研究の背景

　私たちをとりまく居往環境はあまりにもはげしく変貌

し，さらには特性のない単調なありふれた空間におきか

えられていく。そこに建つ個々の建築は，すぐれた造形

を示していても，居住環境全体としては，うるおいのな

い，まったく無秩序た混乱した住空間を形成しているこ

とに気付かずにはおれたい。

　これらのことは，今日の新しく創られる居住環境は重

だ個々の単位の形成や，集合の仕方の双方に．多くの未

成熟の問題をかかえていることを示している。と同時に，

今日の居住環境を相手に，計画や設計にたずさわる人々

は，周辺の環境への配慮がきわめて乏しく，軽視する傾

向が強かったことを示しているといえる。

　これらの間題の中で私達がどの様な計画設計手法を使

い居住環境をつくり，維持管理していくべきか，具体的

な手だてとその方向性はあきらかにされていない。私達

には，いま確かな居住環境を未来へ投影するために，近

代を乗りこえる実践の論理と具体的地域に根ざした科学

的在居住環境論とその計画設計の方法論の構築と，その

具体的展開が求められている。

2．研究の目的と手法

　そこでこの研究は，今日の居住環境を科学的に論理構

築する方法のひとつとして，歴史的蓄積を持つ集住環境

体としての集落，すなわち，人間が自然と対持しかつ供

存し，社会を形成していくなかで選択や適応を繰り返し

創造してきたものとして，現在も生きつづけている，人

間の現存在の集合形態としての「集落」をとり上げ，そ

の「集落」の脈絡に入り込み，具体的左素材を通して具

体を語る体験的方法に基盤を置く。

　そのことから，これまで歴史的変遷過程において層序

的に蓄積された集落に総体として内在する幾多の形態要

素・要因・素材とその背景の諸相から，①その空間特性

と，②環境を維持する力と方法さらには回復する方途を

探り個有な，そして確かな質と体系をあきらかにしよう

とするものである。また，集落の成立の背景やその経緯

を学ぶことにより，③居住環境づくりの構成原理や変遷

過程をとらえ，④居佳環境の評価視点の検討，⑤居住環

境の計画・設計手法への展開，を試みようとするもので

ある。

3．集落研究の視点

　ここでとらえようとしている集落環境は，物的には，

人間や建築，道，水路，緑，生産用地のよう左要素によ

って構成されている。これらの視覚的あらわれとしての

構成要素に着目するとき，それらの要素は集落空間を構

成するに，たくみ左相互の連続性をもったひとつの基礎

的な単位を維持していることがうかがえる。このことか
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ら集落に総体としての環境単位のしくみと環境構成要素

の基本形態をみることが可能と考えられる。

　さらに，視覚的たあらわれの背景である自然立地環境

や，生産生活活動の機能的側面や，歴史的変遷過程の中

には，私達がまだ汲みとっていない豊富な生活経験の源

泉があるはずである。また集落研究により，建築を周辺

の環境と一体化した親密な空間を構成していく手法を学

ぶことが可能となると考える。

　以上のことから，集落環境の見直しが将来の居住環境

の方向性を探るのに重要な役割を果すと考えるわけである。

4．近畿地方における集落形態とその居住環境（略）

5．関東地方における集落形態とその居住環境

　5－1　茨城県，県南県西域の集落形態

　地表面に生活する人々の住まいは，完全に散らばって

いるのではなく，ある関係性をもって集まっている。茨

城県，県南県西域内の集落を相対的に比較し，類型化し

たものの分布状況を下図に示した。この分布状況を見る

と，大きく分けて次の傾向が理解できる。

　（1）猿島台地の層状（三和町から守谷町まで）

　（2）下館付近の小塊状（下館市，明野町）

　（3）飯沼付近の線状，散状

　（4）筑波台地の中塊状，街路状

　（5）稲敷台地の散状

　（6）利根川流域と出島南岸の台地沿い状

　（7）八郷の小塊状群，群状

　なお街路状は，結城市西端，協和町北部，豊里町，国

道294号沿い，千代田村付近に連なるように分布してい

る。言た本研究でとりあげた筑波町においては，そのほ

とんどが塊状の集落形態を示している。

　県南県西域におけるこれらの集落の形態は，地形的条

件，歴史的条件，生産条件，交通・利便施設条件等と対

応し関係し合い，集落個々の独特の性格がつくりあげら

れていると言えるが，次のようにまとめることができる。

　本地域における集落はその位置する土地的条件，特に

地形・地質にその歴史性が表われ，また生産条件はこれ

に拘束されている。集落の形態はこれら土地的条件（立

地環境），歴史性（変遷過程とその原形），生産条件，

社会的組織（機能構造）による総体としておのおの個有

の特質を保有している。しかし地形－地質－立地環境が

本地域においては単調で，あるひとつの地区にはある一

定の立地環境，発生の歴史性，かたちを共有する一団の

集落群が存在する。これは景観単位，景域として，地域

性あるいは地方性をあらわす特徴の主軸となっていると

言える。
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 　5－2　筑波町の集落調査

 　5－2－1　筑波町の概要

 　（1）筑波山　　常陸風土記や万葉集などに筑波山の記
 　　　　　　　　　　　　 述が多く見られるように，筑波の地は古くから東国の文

 化の中心であり－筑波山は広く関東において親しい愛着

 を人々の心に抱かせてきた。筑波山ができたのは3億年

 も前のことで富士山よりずっと先輩である。激烈な地殻

 の変動や海進海退を繰り返し，およそ20万年前に現在

 の姿ができあがった。筑波山は古生層に貫入した花嵩岩，

 斑レイ岩より成り，山頂にはミズナラーブナクラス域の

 自然植生も見られる。このような筑波山は眺める位置と

 時問によって形を変え色を変え，豊かなイメージを人々

 に与えてきた。そして登山や参拝への道は右図に示すよ

 うに東西南北の方向から盛んに使われてきた。また筑波
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 山には「かがい」という楽しい行事があった。それは関
 　　　　　　　
 東各地の人たちが筑波山に集まり，かがり火をたいて酒

 を飲み歌をうたって夜通し遊び明かしたもので，この日

 だけは夫婦の別なく意気投合した男女が一夜をともにす

 ることができた―小筑波の　ねろに月立し　会ひし夜
 　　　　　　
 はさはだなりぬを　また寝てむかも（万葉集巻十四東歌）

 　（2）地形の多様性　　筑波町は「低地」「台地」「山

 地」に類型できる。本町はほぼ台形をしており，その1

 つの対角線に桜川が流れ氾濫原であった低地は水田地帯

 となっている。町の西側に広がる筑波台地はローム層に

 厚くおおわれており，地下水位は深く開析谷を谷津田と

 して水田耕作に利用している他は，畑地や平地林によっ

 て占められている。町の東側は筑波山をはじめとする筑

 波山塊が本町の壁の如く位置し，筑波山頂の自然植生域

 は国定公園特別保護区に指定されている。茨城県南・県西域

 においてこれほど地形的な多様性を有する町村は他には

 見当たらず，本町の特性を示している。

 　また地形と土地利用が明確に対応していると言える。

 低地では主に稲作，台地では畑作を営み，その就業者数

 は年々減少してはいるものの県全体の中では比率が高い。

 しかも筑波町を取りまく11ケ市町村の専業農家率の推

 移から考察されたが，筑波町は他の町村と比べて兼業化

 が早いことがわかった。筑波研究学園都市の開発地域を

 多く占める周辺町村より専業農家率が低いことは，本町
 　　　　　　　　 の特異な傾向である。

 ＊1　風土記は616（和銅6）年，元明天皇の詔により撰修されたものであ
 　る。風土記が今日にまとまって遺存するのは5風土記にすぎないが，
 常陸風土記はその中でも最古のものであると言われている（植木直
 郎他「風土記集」）。

 ＊2　歴史的には府中街道が最も古い。山根道は徳　大師の頃，奈良時代
 　木期である。筑波六丁通りは近世以降盛んに使われ，一番人通りが多
 　かった。（「民族資料緊急調査報告書」昭和42年度県教育委員会）
 ＊3　「かがい」は歌垣，曜唄などいろいろ書く。場所についても諸説あり，
 　はっきりしない。
 ＊4　性と生産とは古代においては竹に密似な閉係として把えられていた
 からセックスと作物を同一視した祭典だったというのに対し，支配者

 　と土着民を性の行事を通して融和させようとした政治的なものとして
 解釈する説がある。（中村ときを「筑波風土記」）

 ＊5　昭和50年の専業農家は筑波町5.8％，桜村19.0％，豊里町7.8％
 大穂町7.6％，谷田部町17.0％（1975年「農林業センサス」による）。

 ▲筑波町の集落と調査集落の位置

 　　　　　　㌻　ノ1“’1・、～
 ・．・v．・、■、ノ吊　“．ド。’
 　　　　　　　一火／

 ▲筑波山への道とその方向性
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 　（3）集落の形態的まとまり　　筑波町の集落は低地に

 台地に山地麓に，塊村的にまとまりをもって立地してい

 る。桜川沿いの自然堤防洲上に一定の距離をもち塊状に

 立地する低地の集落，台地上に低地よりも大きな規模で

 立地する塊状集落．および山地麓にほぼ標高60ｍ前後

 にはりついて立地する集落―これらの集落の塊村的な

 集合形態は，すでに茨城県南・県西地域における集落の

 形態を論じたことからわかるように，筑波町の特徴とし

 て指摘できる。また集落立地の変遷についても次のこと

 が言える。本町周辺の貝塚と古墳の分布を右図に示した

 が台地縁辺春よび山地麓に多く分布が見られ，その周辺

 に立地する集落は歴史が古く早くから開かれたものと考

 えられる。筑波山麓に広がる低地は早くから水田耕作が

 なされ条里の遺構からもそれがうかがえる。

 5－2－2　集落の選定と調査の方法

 　（1）調査集落の選定　　筑波町には合計55の集落が

 ある。その中から「かたち」として特徴的な集落を予備

 調査をもとにまず選定した。さらに各集落の中に踏み込
 　　　　　　　　　　　　 み体験を通したこれら14集落の比較から，筑波町を代

 表する集落，筑波町を代表する何かが秘められている集

 落が演緯的に導き出された。

 　（2）調査の内容と方法　　予備調査は昭和52年12

 月～昭和53年4月に実施した。調査対象集落の選定と

 集落調査の内容・方法の検討のため，筑波町および周辺

 地域に関する分献，資史料を収集し「環境調査基礎資料

 集」としてまとめる一方，地形図（1／20万。1／5万．

 1／2．5万．1／2千），土地利用図（1／2．5万）．　地籍図

 （1／3千）および空中写真（1／8千）により集落を概観し

 現地へ出かけて体験するという方法をとった。

 　本調査と本研究では，視覚的あらわれとしての「かた
 　　　 ち」を素材としている。集落の総体を語るために，集落

 を構成している要素として次の6つを考え，調査の視点

 もこれらの構成要素の関係性をとらえることを基本とし

 た。6つの構成要素とは1領域2道3緑4水5施設6住
 　　　　　　　　　　　　　 居単位である。具体的な調査項目として①宅地の区画形

 態―区画の境界，境界の表情，宅地へのアプローチ―

 （表と裏・農作業用）②建物の用途③母屋の形態―屋

 根の形態と材料と構法④緑―屋敷林の形状，生垣．庭

 ⑤社会的施設の位置と種類，があげられる。さらに「か

 たち」の背景にある歴史的な変遷．つき合いの組織と単

 位，農業構造，自然環境を「かたち」の形成要因として

 とらえ調査検討した。

 ＊1　14集落が選定され，これらは昭和53年9月，日本建築学会会に発表し
 た論文「居住環境とその集落形態に関する研究　　筑波町の集洛につい
 て，その1～3」（齊木・塩見・横口・村上）の中で選定した集落である。、

 ＊2　本調査は昭和53年8月～11月に実施した。
 ＊3　地籍図に示される集落の境界を「生産域」とし，宅地として利用して
 いる土地を「居住域」として考えた。

 ▼土地利用の現況

 ■集落
 ■r囲工場  ■  一
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 5－2－3　調査集落の記述と表現

 　（1）大形（おおがた）

 　台地・段丘の低位面に立地する。10ｍの等高線上にほ
 　　　　　　　　　　　　　　 ぼ集落の居住域が集まっている。国道125号が集落に接

 して走り，土浦から筑波山あるいはさらに北の下妻，下

 館，真壁方面へぬける幹線道路として交通量も多い。街
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 道筋としての機能は今も昔も変わらないようだ。「宿」

 という集落内の地区名からもその名残りがうかがえる。
 　　　　　　　　　　　　　　 社会的なつき合いの単位として，上宿．中宿．下宿．裏
 し 宿．前堀の5地区に分かれ，宝生寺に通じる居住域内の

 東西の道路は「宿通り」と呼ばれている。

 　①領域　　居住域は集落領域のほぼ中央に位置し，北
 　　　　　　　　　　　 東に150ｍ離れて立地する宮前集落と連担している。生

 産域の土地利用ぱほとんど水田であり，北側に桑畑，果

 樹園，野菜畑が散在する。居住域の南側に条里の遺構が

 認められ，北側では居往域の円弧の形に沿って放射状に

 土地割がなされている。

 　②道　　宮前に向かう南北の道路と宝生寺に涌じる東

 西の道路が軸となっている。東西の宿通りは，その微妙

 な曲がりぐあいが景観に変化と連続性を与えている。

 　③緑　　屋敷林を有する宅地は少なく，生垣もほとん

 ど見られない。主に居住域の北西と北東に緑の分布が見

 られる。長屋門をもつ住宅には入口部分に緩衝としての

 緑が配されているのが目を引く。

 　④水　　幅1ｍ余りの水路が，居住域のまわりを取り

 まく形である。現在は半ばため池化しているが，かって

 は清い水が流れていたと考えられる。昭和38年に組合

 制度による共同の水道が敷設されたが，下水汚水は自家

 処理またはたれ流しの状況である。

 　⑤施設　　東西と南北の道路軸上に施設が立地し，丁

 字形の分布を示している。生活施設としての店舗が5軒

 あり，肉．魚．野菜．酒．菓子．雑貨とひと通りのものは

 そろい買物に支障をきたすことはない。大形児童館．鹿

 島神社，大形小学校が宮前の背後にある岩崎山の麓に
 　　　　　　　 集まり，公共的な場としてのまとまりを形成している。

 　⑥住居単位　宅地割の形態は南北に長い矩形が多

 い。母屋は宅地のほぼ中央に位置しているものが多く，

 母屋の配置は層的な分布を示している。宿通りより北側

 の宅地は，南と北に入口を2つ有し表と裏（農作業用）

 に機能が分かれている。また大きな長屋門と外便所の造

 りが景観として目立つ。

 ＊1　土地条件図「土浦」1/25,000，昭和52年2月国土地理院発行による。
 ＊2　神社の祭礼として，愛宕万灯祭（大形万灯と呼ばれている）があり，
 　8月24日に盛大に行われる日除けの祭である。豊作と家内安全を祈
 願する。

 ＊3　明治７年創立で，一時期は児童数の減少で統廃合の動きもあったが
 尋常小学校以来住民に愛着があり，現在は新校舎の建設が進んでいる。

 　各集落のはじめに示すデータは1975年「農業集落カード」より求めた
 ものである。施設は●神社，○寺，■店舗，д火の見，▲集会所，□
 墓地を示す。

 岩崎山
 H　ヱ

 州吐  国道125号
 　　）艶 可

 総農家数  109戸i  n H  11 11 11　‘1  ll 78％
 1，　11 一1 5％  11

 102．1ha

 水田率  77，5％
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 　（2）北太田（きたおおだ）

 　霞ケ浦に注ぐ桜川沿いの自然堤防上に立地する。南北

 朝の戦乱の時代北畠親房が常陸に流れつき小田城にはい
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ったが，その後城主小田治久が高師冬の軍勢によって降

 参させられた時逃げのびた「沢辺庄兵衛」がこの地に居

 を構えて集落が形成されたと言われる。そのためか沢辺

 姓が多い。

 　①領域　　居住域は集落領域の西端に位置する。桜川

 の東側に広がる生産域は水田で占められ，桑畑と野菜畑

 が虫喰い的に散在する。この土地利用は地形の起伏と地

 割形態に対応しており，低地の中の微高地が畑として利

 用されている。
 　　　　　　　 　②道　　県道宗道・筑波線から居住域にアプローチす

 る。この県道ぱ舗装はされているものの，うねうねと曲

 がった道であり路面も起伏がついて破損がいちじるしい。

 居住域内ぱ細く狭い道路的な細街路でほとんどが丁字路

 である。車はもちろん，耕運機さえすれちがうことが困

 難なほどであると同時に，すれちがった時にかわすあい

 さつに人間味と親密性を感じる。

 　③緑　　屋敷林の分布は居住域をEの字型におおう形

 である。生垣はほとんど見られず，集落の外からは屋敷

 林の樹冠が目にはいるが，内にはいれぱその割には緑は

 少ない印象を受ける。

 　④水　　居住域に沿って西側を桜川が流れる。明治の

 初めまでここには米を運び出す船つき場があり，荷役人
 　　　　　　　　　　　　　　　　　
 も住みついて活況があったという。桜川からポンプアッ

 プされた水が2本の水路によって居住域内を流れ，生産

 域へと運ぱれている。この水路は流量もあるが一方で各

 住戸から流れる下水・排水と合流し，農業用水を汚染す

 るという問題も出ている。

 　⑤施設　　公共的な場が2つ存在する。県道からアク

 セスする道路は香取神社の参道としての役割も果たして

 おり鳥居・社殿・火の見・消防ポンプ小屋・店が集まり
 　　　　　　
 集落の中心的左広場を形成している。他のひとつは北西

 にあり，昆沙門様．集会所．墓地が集まっている。菓子

 雑貨を売る店が2軒あるが．小規模なもので買物はほと

 んど他でなされている。

 　⑥住居単位　　宅地の形態はほぼ正方形に近いものが

 多く母屋は宅地の北側いっぱいに建てられている。宅地

 へは南から入り，まっすぐ母屋の入口に通ずるものが多

 くを占める。したがって農業用施設は宅地入口両脇に配

 されている。重た母屋の配置は層的な分布を示している。

 ＊1　北太田の西700mの地に城址がある。旧城内には小田小学校があ
 　リ，民家，水田，畑となり，関東鉄道筑波線が突っきっている。小田
 　城は1181（養和元）年，八田知家が戦功により，源頼朝からこの地をも
 　らい築城したもの。その後1590（大正1811年、佐竹義宣に滅ぼされてい
 　る。
 ＊2　桜川を利用して土浦へ連び，霞ヶ浦，利根川を下り，遠く江戸まで
 　連ばれていたと考えられる。
 ＊3　一部倉庫に使われ，社殿としての幾能かあやうくなってきている。

 発’k年代

 総農家数

 農家卒

 専業農家率

 糸至営未井｝也面手責

 水田卒

 中世
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 70．9％
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（3）新田（しんでん）

　東側を流れる小川の自然堤防洲上に立地している。近

世における新田開拓により発生した集落であると考えら

れ「谷田部」姓が全戸数の半数を占めていることは，そ

の発生過程と深く関連があると考えられる。

　①領域　　居住域は東の端に位置し，西側は広大な水

田地帯となっており，条里の遺構を所々見ることができ

る。居住域の東側にある生産域は野菜畑と桑畑で占めら

れている。

　②道　　南北方向に貫く道路は軸として機能しその両

側に宅地がはりついている。しかも北と南からの居往域

へのアプローチは角度を変えて入る形態をとり，緩く弧

を描いていることが景観に連続性と変化を与えている。

そして筑波山の方向に明確に向かっていることが特徴的

であり，視覚的にも方向軸性をもっていると言える。国

道125号が東側に位置しているが．昭和49年にバイパ

スとしてできるまではこの道路が通過の幹線交通路であ

ったo

　③緑　　屋敷林は道路の東側の宅地に分布し西側の宅

地には見られない。また生垣は道路沿いにはまったくな

いが，庭木の緑や塀の上部に配された緑が景観的に目を

引く。

　④水　　居住域の東側を小川が流れているが日常生活

ではほとんど使われてい在い。新田は町営水道の敷設が

早く昭和34年5月に完成をみており，以前は洗濯や野

菜農具の洗い場として利用されていたが，現在は半ばた

め池化しようとしている状況にある。また生産域におい

てかんがい用の地下水汲みあげポンプ小屋が多数存在す

ることが特徴的である。

　⑤施設　　居住域内には火の見と墓地が存在するのみ

で，店も集会施設もない。神社が南東の難れた場所に位

置する。火の見は居住域の南に位置し，南からアブロー

チすると筑波山が，北からアプローチすると火の見がラ

ンドマークとしての役目を果たしていると言える。

　⑥住居単位　　宅地の形態は東西に長い矩形であり，

母屋の位置は道路の西側の宅地では道路沿いに，東側の

宅地では道路から少し離して建てられる傾向にある。こ

れは宅地への入口と農作業用のスペースとの関係のため

と考えられる。つまり，西側の宅地は入口を2つ有し生

産域側の入口を農作業として使用し，農用スペースを裏

の入口側にもてるが，東側の宅地ぱ入口が1つであるた

め農用スペースを入口近くにとる方が農作業がしやすく，

それが母屋を道路から少し後退させたものと考えられる。

母屋は道路を隔てて交互に位置し，宅地への入口も交互

に位置し対面しない形態をとっている。したがって一方

の入口と他方の母屋の妻側が向かい合わせになっており，

入口と対面する側は塀の上に緑を配したり，家の造りに

よく見せようとする工夫がうかがえる。

発生年代

総農家数

農’家卒

専業農家卒

糸蚤営ヰ井土也而干責

水［11率
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（4）上管間（かみすがま）

　桜川の自然堤防洲上に立地している。筑波山が間近に

そびえ男体峰がコブのように突き出し，ここからは女体

峰より男体峰の方が高く見える。

　①領域　　居住域は集落領域の東の端に位置する。生

産域は居住域の近くでは野菜畑が多くビニールハウス栽

培も行なわれている。芝畑．桑畑も若干存在するが，他

は水田である。耕地整理法が施行せられたのは明治32年

のことであるが，管問村の地主たちが耕地整理に着目し

はじめたのは明治38年ごろであった。他地域の視察や

事前調査に基いて工事が開始されるはずであったが．明
　　　　　　　　　　　　　　　　　治40年着工の間際になって上管間と中管間の地主層は

工事後の成果と経費支出のバランス計算の結果脱落し，
　　　　　　　イ上管間より南の池田と磯部だけで行われたといういきさ

つがある。現在，上管間では土地基盤整備事業が進めら

れている。

　②道　　県道沼田・下妻線から北にアクセスし約400

榊で居住域に達する。通過交通路からかなり離れている

と言える。居住域内では東西の道路が層的，段階的に5

本通り，道路から宅地へのアプローチの形態に特徴があ

る。桜川の堤防上から豊富な屋敷林を抜けて宅地に至る

裏の道があるがそれほど利用されていない。

　③緑　　ほとんどの宅地が屋敷林を有しており，その

規模も母屋をすっぼりおおうほど大きく，緑によってス

カイラインが決定されている。特に居住域の北側にある

屋敷林は豊富である。生垣も多く分布している。

　④水　　桜川に沿って立地しているが，大きく迂回し

ているのと豊富な緑によって消されているため，川の存

在を余り感じさせない。居住域内においても水路は見当

たらない。また水道は敷設されておらず，各戸別に井戸

を使用しているo

　⑤施設　　施設は分散して立地している。居住域の入

口に位置する火の見と集会所がランドマークとして目に
　　　　ぱいる。船宮神社が居住域から離れて水田の中に位置す
　　　　　　る。墓地が5ケ所に分散していることが特徴的である。

　⑥住居単位　　宅地形態は南北に長い矩形が多く，母

屋は宅地のほぼ中央か北側に位置している。また母屋は

3層の層的配置の分布形態を示している。宅地と建物の

規模も大きく立派な長屋門も多い。道路からのアプロー

チの空間変化に特徴がある。つまり道路からすぐ脇のた

ばこ幹燥倉の前を通り，畑や緑が配された半私半公共的空間

を進み，長屋門を抜けると広い庭と大きな母屋が飛びこ

んでくる。そしてまっすぐ母屋の入口にアプローチする

という「公」から「私」への中間領域が演出され，空間

の連続性に特徴があると言える。

＊1　古代この辺は海であったが，ここに船に似た島ができた。村人のひ
　とりがこの島に渡り開墾しようとしたら，数丈の船に似た廃木が出て
　きた。そこで船の岡と名づけて大同年間に祠を建て船宮大明神と号し
　たと言い伝えられる。

発生年代

総農家数

農家卒

専薬農家率

経営耕地晒1積

水日1率

中世

　51パ

　93％

　8％

74．1ha

63．2％
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 （5）山木（やまき）

 　筑波台地の突端に立地し，土地の起伏が大きい。居住

 域内において高い所は標高31ｍ，低い所は24ｍで高

 低差が7ｍもある。先に述べたように，台地の縁辺に立

 地する集落はその発生の歴史が古いと考えられる。集落

 の北側にあった山木古墳は1972年に茨城県考古学会に

 よって発堀調査されたが，現在ぱ筑波研究学園都市の学

 園大通りが走り見る影もない。

 　①領域　　居住域ぱ集落領域の中央やや北側に位置す

 る。居住域の東側，北東側にある桜川低地は，台地とは

 17～18ｍの標高差があり水田地帯である。台地上の生

 産域は土地利用が多様であり野菜．芝．桑．茶の畑と果

 樹園がまだら模様に混在している。集落域の南の端には

 平地林が広がっている。

 　②道　　筑波研究学園都市の学園大通りが集落を分断

 している。その建設にあたって3戸が移転した。かって
 　　　 の県道長高野・筑波線は使われておらず雑草がおい繁っ

 ている。居住域内の道路は地形の起伏に対応して坂道が

 多く，アプローチ道路としての県道が軸となり葉脈状に

 居住域内をめぐっている。T字路が多くたばこ乾燥倉が
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 アイストップとして目立ち，道路景観をきわだたせてい

 る。
 　③緑　　台地縁辺にはりつくように緑が分布し，屋敷

 林を有する宅地も多く緑ぱ豊富である。またよく剪定さ

 れた高い生垣が防風防火の役目を果たしてたばこ乾燥倉

 や倉庫，納屋を取りまいたり，宅地の入口に門として配

 されているのが目を引く。

 　④水　　居住域内には水路は見当たらない。桜川低地

 および谷津田の農業用水ぱ地下水を汲みあげたものであ

 る。組合制度による共同の水道が昭和37年に敷設され

 ている。

 　⑤施設　　葉脈状道路網の要に当たる所に菓子雑貨屋

 の店と火の見があり，場的要素としての役割をもち，お

 ばさんが集まったり孫を背負ったおばあさんが立ち話す

 る場所となっている。居住域の東側，桜川低地を見おろ

 し筑波山を北にながめる見晴らしのいい場所に円乗寺と

 集会所があり，30×50ｍほどの広さをもった広場にな

 っている。墓地が居住域から約300ｍ離れて南側に位置
 　　　　　 している。八巻神社も西方に離れて位置し森の中に取り

 残されたかたちである。

 　⑥住居単位　　宅地の形態は不整形をしたものが多く，

 母屋の位置も多様である。規則性のない宅地割．多様な

 方向をもつ入口は起伏のある地形に影響されたものと考

 えられる。農業用施設は主に宅地の入口付近に集まって

 配置しているo

 ＊1　たばこの栽培は昭和22年から始められたが昭和40年ころから急激に
 減り，今では1軒もやっていない。したがって，乾燥倉は現在，倉庫
 や物置に転用されている。

 谷津田

 　　■○一，一、 〉i・．○■○　㌧　　11
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（6）　洞下（ほらげ）

　筑波台地上に南北約1200mの細長い形で立地する。

この台地縁辺には貝塚や洞下古墳が発堀されており，古

くから人が住みいていたと考えられる。街道筋として発

達したのは近世の参勤交代が始まった頃で，大形と同じ
　　　　ようにr宿」の地名が残り上宿，中宿，下宿の3地区に

分かれている。

　①領域　　居住域は集落領域の東寄りに位置する。生

産域はその大半が台地であり，畑と平地林で占められて

いる。畑は芝畑が半分以上である。

　②道　　居住域の中央を走り軸となっている道路は県
　道谷田部．明野線で，かって参勤交代の街道筋だった。

この通過交通路の他に生産域側に耕運機がやっと通れる

ほどの道幅で農業用の道が存在する。通過交通路と居住

施設（母屋），農業用道路と農業用施設とが密接に結び

つき機能的な役割を果たしている道路形態は，この集落

を特徴づけている。

　③緑　　豊富な屋敷林が居住域を両側から包みこんで

いる。樹林の高さもあり数も多い。屋敷林は防風機能を

もち，また燃料源にもなり豚小屋やしいたけを栽培する

空間としても利用されている。

　④水　　かって県道の両脇に幅3尺の水路があったが

現在暗渠化され幅も小さくなっている。下宿では共同の

水道が敷設されているが，上宿．中宿では各戸別の井戸

である。

　⑤施設　　施設は県道沿いに集中しており，生活施設

としての店舗が特に下宿に多い。食料品店の他理容，食

堂，豆腐屋など特異な店がある。道路軸の真北に八幡神

社があり下宿の東方に八坂神社がある。

　⑥住居単位　　宅地の形態は間口20㎜，東西方向の

奥行き100ｍにも及ぶ矩形で短冊状に配置する。宅地へ

の入口は表の入口と裏の生産域に通じる農作業用の入口

とをもつ。上管間では表の入口に緩衝空間をもったが，

洞下では裏の入口に緩衝空間をもつ。また宅地のほぼ中

央につき合い用の出入口をもち，道と建物と出入口が機

能的に結びつき，人の動きのわかりやすさを示している

ことはこの集落の特性である。そして3地区それぞれが

特性をもち1つの集落を形成していることも考察される。

▼住居阜位

氏神さん《
100M

作業場みぞくら
・一 ・　　　　　一・一一一・‘’一’’・→

畑 8
地 ，’，一

竃 早
．一■一

融 糖粛捧く半繭叶］÷琶J・、、尋甑針
庫 叫

腕玲 苓
恥
“

発生年代

総農家数

農家率

専業農家卒

経’鴬未井ユ也［自f千貞

水臼］率

▼家屋配置

／

　、へ　、10－l　l●　1　　　　　　　　　　　　」葎

　．■
　｛＝

｛．二■
扇

一H箏一

．＾1■．

　；／・…一
／・」

　一一1

⊥’て」
一1　　・一

昌昌。’

ヂ‘刊・
‘i　■1

▼道路と施設

近廿11

l13パ

　78％

　3％

130．5ha

51．6％

肋’．

…一嵩一

県
遣
沼
川
下
衷
線

　〉’．’。而
　○つ

　　　　n　　　n
　＼

▲立地環境　　　　　▼緑の分布

譲、一一・

＾：「羊’
「’・二．｝8㌧

，、1－1
罰．一・
一㍉“’

・＝｛

・、一　一■寸

県
道
谷
咄
部
明
野
線

／・

　　　　　　　　　．ノケ

ぺ」Lノ

－233－



 （7）筑波（つくば）

 　筑波山の中腹115ｍから260ｍの間に立地する。筑波

 は徳川幕府の宅地開発によって造られたものである。す

 なわち，家康のころから筑波信仰はあったが，家光の代

 になってますます盛んになり，筑波山神社を繁栄させる
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ために神社建設時の材木運搬用の新道に石段と石垣を築

 かせ，無償で土地と家を与え人を住まわせたものである。

 また，冬季の風の弱い日には放射冷却による気温降下に

 より接地逆転層を形成し，その暖温域（100～300ｍ）

 の高さに立地している。

 　①領域　　居住域は集落領域の中央やや西寄りに位置

 し，生産域はほとんどが山林であり畑と果樹園が虫喰い

 的に散在する。果樹は梅とみかんである。

 　②道　　Y字形の道路は尾根上に位置し東側に行けば

 筑波山神社，西側に行けば筑波山大御堂に通じる。しか

 も東側の道路は筑波山の女体峰，西側は男体峰の方向に

 向いていることが特記される。この道は以前は「筑波六

 丁通り」としてにぎわっていたが，大正14年ケーブル
 　　　　　　　　　 カーの開通と同時に沼田からのバス路線もでき，その頃

 から六丁通りの客足が減りはじめた。かって神社まで

 続いていた石段も，昭和43年10月に舗装され，昔の

 面影を残しているのは東側の70ｍ程の石段のみである。

 　③緑　　山の中腹に立地しているため緑に囲まれてい

 ると言えるが，屋敷林としての緑は少ない。間口の狭い

 細長い宅地に細長い庭をもち，よく維持管理されていス

 点が特徴的である。Y字形の道路の西側の道路沿いは緑

 も豊富でよく勇定された庭を有していることは，東側道

 路との景観のちがいとして表われている。

 　④水　　道路沿いに石で組んだ水路に水が流れている

 が，昭和40年3月に敷設された町営水道のビニール管

 が通り，景観を乱している。防火用や飲料用の水がめが

 道路沿いに数ケ所認められるが，現在は使われておらず

 放置されたままの状態である。かっては農夫や参拝客が

 よく利用したものと考えられる。

 　⑤施設　　Y字形の道路の分岐点に火の見があり，六

 丁目下の鳥居とともに参拝客のためのランドマークとし

 ての役目も果たす。観光土産物屋や旅館，食堂が神社周

 辺に多数軒を連らねているが，生活施設としての店は3

 軒である。

 　⑥住居単位　　宅地は石垣によって造成され東西に長

 い矩形をしている。母屋は北側に人が通れる余裕だけを

 残して石垣に接して建てられ，道路との間に踊り場的な

 余裕空間をもつ。階段状に石積みされ制約された宅地の

 有効利用はこの集落の空間構造の特性を示すものである。

 ＊1　筑波山は江戸城の北の方角にあり，鬼門に当たるとして家康は城
 　の安全鎮護を祈願するよう命令し，1602（慶長7）年11月25日筑波山を
 　徳川家の祈願所と定め，寺領500石を知足院中禅寺に寄附した。そし
 　て家光は筑波山神社を当時の中禅寺の場所に移転し，改築させ現在に
 　至っている。
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5－2－4　集落構成要素の考察

　集落を構成する要素の関係性を基本的な視点としてと

らえて実施した調査から，29の表現項目が導き出された。

そのパターンの一覧表（5－2－5）は次にかかげるも

のであるが，ここではこれらの29の表現項目を深くか

かわり合い関係し合う項目をまとめ，次の11項目につ

いて7集落を比較し考察する。

　（1）領域のひろがりと境界（生産域と居住域）

　集落の発生は地形に規定され，その立地する環境によっ

て逆に発生年代を推定できる。生産域と居住域の位置関係に

ついても地形と深い関係がある。大形は低地内の微高地

に立地する集落であるが，集落領域のほぼ中央に位置し，

その周囲を生産域が取りまいている。そして居住域の境

界が水路であることは，氾濫から居住域を守り領域に明

確在表情を与えるものとして特異である。山木と洞下の

居住域も生産域のほぼ中央に位置するが，台地上に立地

する集落で生産域が台地と低地にわたっていることが異

なっている。これは生産活動の多様性が考えられ，他の

要素との関係性，かたちの形成に影響していることが考

察される。また洞下は豊富な緑が居住域の境界の表情と

して特異であり，人間の意識的な領域の境界認識へも作

用していると考えられる。河川の自然堤防洲⊥に立地す

る北太田．新田．上管間は集落領域の端に位置するが，

河川の前面に広がる生産域との関係から居住域が規定さ

れたと言える。

　また，およそ400ｍが居住域の領域範囲であると言え

る。洞下は1200ｍの距離をもつが，3地区に分かれ地

区ごとに社会的な結びつきが強いことを考慮すると400

ｍはそれに当てはまる。

　（2）領域への入口

　農道が居住域から生産域への移動のためのものと考え

ると，集落領域への入口は通過交通路からのアプローチ

であり，その位置によって規定される。一方居住域への

入口は，道路の形態と関係があり道路の軸がそのまま入

口となっていると言える。集落領域への入口がそのまま

居住域への入口になっている集落として新田と洞下があ

げられる。これは道路のインフラストラクチュァとして

の強さを示すものと考えられる。また新たな道路建設に

よってその入口形態が変化したものに山木と筑波がある。

特に山木ぱ学園大通りによって居住域が分断され，入口

形態ぱもちろん境界の表情や道路パターン在ど，他の表

現項目にも大きな影響を及ぼしている。

　（3）生産域の土地利用と地割形態

　生産域の土地利用ぱ地形に対応している。居住域が地

形に規定されて立地していることから考察すると，集落

の発生過程ぱ居住に適した土地と，生産に適した土地の

両輸を求めて形成されてきたと考えられる。また地割形

態もほぼ地形に対応しており，山木の多様左形態と筑波

の不整形な形態は，地形の起伏の大きさに規定されたも

のと考えられる。大形の居住域の北側に倉ける放射状の

地割形態は特異であり，宅地割の形態と深く関連してい

ると考える。

　（4）道路の形態

　それぞれの集落は一覧表に示すようなさまざまな型の

道路パターンを有している。道路の形態は宅地割や入口・

母屋の位置・配置形態など，多くの項目と規定し合い関

係し合っている。

　道路が軸として存在するのは軸の対象があるためである。

その対象の何たるかによって集落が特徴づけられる。大

形．北太田．洞下．筑波は神社や寺がその対象になって

いる。大形は神社と寺に向かう軸が十字に交差し，筑波

はY字形に分かれた道路が神社と寺に向かい，さらに筑

波山の女体と男体をさしていることは特異的である。新

田は遠景の筑波山をその対象としてもち，居住域の入口

で一旦角度を変えていることが特異的である。道路から

宅地への入口については母屋への入口と関連づけて考え

られ，直線的なアプローチ（北太田．上管間．山木）と

L型に屈曲するアプローチ（新田．洞下．筑波）と大形

に見られる入口の前の緑によって当て曲げのアプローチ

形態をとるものに類型できる。

　（5）道路と生産活動

　道路と生産施設の関係は居住域から生産域への移動を

規定し，宅地割や入口と農住施設とも深くかかわり合って

いる。表の入口と農作業用の入口の2つを有する宅地は

生産活動が有機的に行在われ，道路と農用施設が機能的

かつ効率的に配置している。特に洞下は農用施設と農作

業用道路と生産域とが密接に結びつき，その形態と移動の

形状はその集落の特異性を示すものである。新田も道路

の西側の宅地は入口を2つ有し洞下と同じ移動の形状を

もつ。また上管間は東西方向の道路が生産域へ通じる軸

として存在し，道路の形態とともに生産域への移動に特

徴がある。

　（6）街路の表情

　居住域内の道路は決して直線ではなく，その微妙な曲

がりぐあいが景観に変化と連続性を与え，街路の表情を

豊かにしていると言える。新田と筑波ぱ筑波山が背景に

ありその表情に安心感を与え，方向性を示すものとして

特異的である。また筑波はかっての石段が舗装され石で

組重れた宅地もコンクリートで塗りこめられていくとい

う変化も出始めている。

　建物の配置や形態によってもその表情が左右され，大

形の長屋門．山木のたばこ乾燥倉は集落を強く印象づけ

るものとして重要である。

　（7）　みどりの分布

　屋敷林は防風としての機能をもっていることから，風

向や風速との関係が深いと言える。また視覚的な領域概念
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を与えるものと考えられ，洞下においては視覚的にも形

態的にも領域を境界するものとして存在している。大形

はみどりの分布が少ないが，上管間が同じ低地に立地す

る集落でも豊富に分布しているのと対照的である。みど

りの分布は同じ筑波町における集落でもさまざまな分布

形態があり，風向などの自然的な要因の狭い範囲での違

いが考えられる。

　（8）みどりの形態（屋敷林．生垣．庭）

　屋敷林がそれほど発達していない集落は，よく維持管

理された庭を有している。大形で見た宅地への入口に拾

ける当て曲げの緑の配置はその典型と考えられ，これは

人間が本質的に緑への欲求があるのではないか，という

ことも考えられる。上管間と洞下は緑によってスカイ

ラインが形成されるほど母屋を包むように豊富な屋敷林

が取りまいている。特に洞下の屋敷林は農用スペースの

位置と一致し，防風林としての役割の他に宅地の中の農

機具や穀物をまもる役割も果たしていると言える。また

落ち葉は畑の肥料として使われたり，豚や鶏小屋の配置

場所であり機能的在空間である。

　屋敷林の発達した集落ほど生垣の分布も見られ，屋敷

林と生垣とは空間的，機能的に関係性が深いことが考察

されるo

　（9）水利用とその形態

　低地に立地する集落は，水を利用しやすいと同時に洪

水から生活を守らなければならず，その変遷ば水との抗

争の歴史であったと考えられる。河川の白然堤防洲上に

立地する北太田．新田．上管問は水の利用と形態に特異

性をもつ。北太田は農業用水として桜川から取水した水

を居住域に一旦通して生産域へと流す形態をとり，生活

と生産との結びつきの媒介物として位置づけられる。新

田は東側を流れる小川を農機具や野菜の洗い場としても

使ってきたが，町営水道の敷設と生活様式の変化が小川

をため池化しようとしている。上管間における飲料水は

現在も各戸別の井芦によるもので，桜川に沿って立地し

ているもののその河川との関連が薄いことが特徴と言え

る。重た下水の処理はすべての集落で自家処理（肥料へ

の還元）たれ流し，自然浸透によっている。台地上の集

落では厚いローム層におおわれた地盤を利用した自然浸

透が多い。

　（10)　施設の立地と分布

　施設の立地のまとまりは公共的空間としての場を形成

し集落を特徴づけるものと言える。大形は東西と南北の

道路の軸上に丁字型のまとまりを見せている。2本の道

路軸の交差する位置に店があり社交の場を形成し，また

集会所．神社．小学校のまとまりは公共的在場を形成し

ている。北太田は2つの核が存在する2点焦中型であり．

洞下は南北の道路軸に沿った直線型である。洞下につい

てぱ上宿．中宿．下宿の3地区に社会的な単位が分かれ

ているが，下宿に生活施設としての店が多く集まってい

る。これは歴史的な変遷過程としてとらえられる3地区

の勢力争いや発展過程に起因すると考えられる。

　（11）住居単位とその形態（宅地割．建物配置．屋根）

　宅地割の形態は道路の形態と深く関係している。規則

性をもって整然とした形態をとるが，山木は地形の起伏

に左右され規則性もなく乱雑な形態である。新田と上管

間には宅地への入口に特異性が認められる。新田は道路

を隔てた入口が交互に位置し対面しない形態をとり，上

管間の入口形態ぱ道路から宅地内へ至る段階的な空間構

成にその特異性がある。

　母屋の配置形態は層的配置（大形．北太田、上管間）

と列状配置（新田．洞下．筑波）とに類型できる。層的

配置は道路の形態に規定されている。北太田は丁字路

が多く迷路的細街路の道路形態であったが，母屋の層的

な配置が景観的なわかりやすさや統一感を与えていると

考える。列状配置を示す集落は街村的な集落であり，農

用施設・スペースや農業用の裏の道との関係が深い。

　この地方の屋根形態の原形は，寄棟屋根で棟方向が東

西かつ萱葺きであることが見い出された。しかしこの屋

根形態の原形をとどめている集落は少ない。おそらく材

料となる萱が少なくなったり，屋根葺き職人の減少，生

活様式や経済的な要因も考えられる。北太田と上管間の

母屋の屋根は原形をとどめているものが全体の40％前

後を占め高い比率を示している。北太田はさらにそれが

層的な配置分布を示していることは，策観的なまとまり

と統一感を倍加させていると言える。洞下については上宿

では50％近くが原形をとどめるが，中宿と下宿では数

パーセントの比率しかないことぱ，施設の立地とともに

3地区それぞれに異なる規定要因が存在することが考え

られる。

5－2－5　（パターン図一覧）

5－2－6　考察

　（1）　集落の特性構造

　居住環境計画に展開する有効な手法として，前項では

集落の形態構造に着目しその構成要素のパターン化をお

こない考察したが，次に集落形態とその居住環境による

類型化の基礎的考察として，構成要素のパターンから，

筑波町の集落の形態的特性を読みとり，地域のポテンシ

ヤルを引き出す座標軸を設定し考察を試みる。

　ここで比較類型の規準とした『特性』とぱ，それぞれ

の場所と，それぞれの条件のなかで築き上げてきた多様

で個性的な地域の持ってし（る形態的特徴およびそのかた

ちの背景となる種々の要因の諸相をいう。

　（2）特性座標につし（て

　ここでいうr特性座標』ば，環境計面に呑し（て，対象

地域のポテンシャルとして重要視し計画・設計に生かせ

る項目と，一方，充分な検討と注意が必要な項目を明ら
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5－2－5　集落構成要素パターン図一覧
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かにする有効な分析手法である。この『特性座標』は縦

に空間軸，横に時間軸を設定し，その2つの軸を（右図

凡例参照）交差させ，空間軸の一方には「共通性」もう

一方に「特異性」又，時間軸においては，一方に「恒常

性」もう一方に「変容性」を設定した。さらに，座標軸

上にそれぞれ3段階のレベル設定をおこなった。

　ここで，この2つの座標軸において分析を試みる具体

的な分析項目は，調査項目の中から第一段階として選定

されたパターン表現項目から，さらに選定されたもので

ある。この20の分析項目ぱ，筑波町の構成要素及び形

成要因からみた最も相関性の高い項目である。

　調査項目一覧（数字は分析項目と表現項目の通し番号）

　　　　　　　　　調査項目一覧

1115 衝路の形状分析項目表現項目
調査項目一覧 516 道路から宅地への入口

17 前面進路と農用スペィ施設
1生産域と居住域 18 通過交通路の位置

3 2 生産域と居住域との境界19 道路の曲げぐあい
3 居住域から生産域への移動1320 居住域の緑の分布
4集落領域への入口 1421 居住域の生垣の分布

12 5 居住域への入口 1522 宅地におサる屋敷林の形状
6 生産域の地割形態 1623 庭

2 7 生産域の土地利用 1724 水の分布の平面形態
1 8 居住域のひろがり 1725 断面形態

9 宅地割と入口 18 水の利用と処理
4 宅地割の形態 1926 施設1地のまとまり
710母屋の配置形態 20 ラソトマークとしての施設
11宅地における母屋の位置27 神社（寺）と参道

8 母厘の屋根 28 火の見
12居住施設と農田施設 29 墓　地

6 建物の配置と形態 30 店
913道路パターソ 31 集会所
1014道路の軸 32 バス停とバス路線

（3）特性座標のレベルの設定

　空間軸のレベルの設定は，調査した筑波町の7集落の

中での共通性であり，特異性である。すなわち，この7

集落の相対的比較のなかで，特異性O→P3，共通性O→

C3へ類型化するものである。

　時間軸においては，①歴史的要因，②自然的要因，

③社会的要因，④経済的要因，において7集落の相対的

比較をおこなうもので，その指標は　垣常性O→U3変

容性O→H3である。（このレベル設定は項目ごとに詳細

な比較類型を拾こなっている。詳細ぱ報告集No.7711参

照）

　①第1象限は特異性の軸

と変容性の軸で語られる部

分である。つまり，特異な

ものがだんだん変容しつつ

あることを示している。こ
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のことの背景には，その構成要素が，1．弱い定着力しか

持っていなかった場合と，2．外界からの強いインパクト

によって変容されたものとが考えられるが，その変容は

地域に融和する方向性をもっているのか，あるいは地域

にあわない方向に悪化しているのか，2．この方向性を見

きわめなければならない。

　②第2象限は，特異性の軸と恒常性の軸で語られる

ものである。つまり特異なものがあまり変容しない姿で

存在していることを示している。地域の比較からみれば，

特異な存在を示しているが，それが恒常性のレベルに位

置しているということは，その地域において何らかの

評価を受け生きつづけてきた特性としてとらえることが

できる。この評価されてきたと考えられる特性を明らか

にし，それを生かし育てていく方法は，計画への有効な

展開となりうる。

　③第3象限は，共通性の椀と恒常性の軸とで語られ

る部分である。つまり，7集落に共通するものが，変わら

ないままで存在していることを示している。それは対象

集落の普遍的特性としてとらえられ，地域の安定状態を

つくっている背景として読みとれる。

　④第4象限は，共通性と変容性の軸とで語られる部

分である。つまり，どこにも共通するものが変容してい

ることを示している。このことは，地域全体を変えてい

くような大きなインパクトが，広範囲にわたって作用し

ているのか，あるいは歴史の時間的連続性とでもいうべ

き変容として地域全体が変容している場合とが考察される。

（5）　環境計面への展開

　以上，それぞれの象限が意味するものを述べてきたが

次に，この『特性座標』の上にプロットした分析項目か

ら①環境構成要素についての分析と，②各集落の総体に

ついての分析をおこない，最後に③計画への展開として

の分析をおこなった。これらの3つの『特性座標』を右

に示す。これらの構成要素のプロットが近接しているも

のは，相関が高いことを示しており，それらが各集落の

中でたくみに関連して，居住環境を構成するシステムを

っくっているといえる。これらのことからこの座標軸を

使うことにより，その構成要素の分布と，構成要素の近

接性から，対象集落におけるポテンシャルの発見と，計

画の中で重要視し生かせていくべきテーマが，また充分

な注意をはらい計面へ展開する必要性の高いテーマの存

在があきらかになる。

6　おわリに

　本研究に助力いただいています，（財）新住宅普及会住

宅建築研究所に御礼を申し上げます。

研究主査　齊木崇人（筑波大学大学院環境科学研究科）
　　　　塩見　寛（同大学院生），横田　望（同）
調査協力　小阪昌裕（同），佐藤正史（同）

特性座標による計画への展開
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